
　心臓ペースメーカーによって命が救われたことへの感謝から、自身の健康を保ちつつ、社会に貢献することを目的に設立された「日本心臓ペースメーカー友の会山陰支部」。当事者が悩みや不安を相談でき、共感し合える場となるよう活動しています。

　フランスのロレーヌ地方出身。大学院在学中に

日本へ留学。倉吉市を訪れた際、フィギュア製造

メーカー（株）グッドスマイルカンパニーの門をた

たく。2017（平成29）年入社。楽月工場（倉吉市秋

喜）勤務。仏語、日本語、英語、中国語、スペイン語

の５カ国語を使いこなす。
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日本心臓ペースメーカー友の会 山陰支部

広報課

　
日
本
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友
の

会
山
陰
支
部
は
、
全
国
に
29
あ
る
支

部
の
う
ち
の
一
つ
で
、１
９
８
３（
昭
和

58
）
年
に
設
立
、
米
子
市
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
現
在
、
鳥
取

県
、
島
根
県
、
岡
山
・
兵
庫
両
県
北
部

に
住
む
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
（
Ｐ

Ｍ
）を
植
え
込
ん
だ
患
者
60
人
。
活
動

に
は
医
療
関
係
者
、
医
療
機
器
販
売

会
社
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
は
、
疾
患
に
よ
り
心
拍
数
に
異

常
が
あ
る
と
き
、
必
要
な
電
気
刺
激
を

心
筋
に
伝
え
て
心
臓
を
拍
動
さ
せ
る

装
置
。
山
陰
支
部
長
の
笠
木
健
さ
ん

は
「
手
術
前
は
１
分
当
た
り
の
脈
拍

数
が
30
回
と
い
う
状
態
だ
っ
た
が
、
手

術
で
植
え
込
ん
だ
Ｐ
Ｍ
が
動
き
出
す

と
す
ぐ
に
体
中
が
ほ
っ
と
温
か
く
な
っ

た
。
ま
さ
に
生
き
返
っ
た
心
地
が
し

た
」
と
今
の
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
た

当
時
の
感
動
を
語
り
ま
す
。

　
支
部
で
は
毎
年
、
会
員
同
士
の
親

睦
や
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
総
会

や
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
会

に
は
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

勤
務
医
を
は
じ
め
と
す
る
顧
問
医
師

ら
も
出
席
。
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
講
演
会
、
会
員
の
不
安

や
悩
み
に
医
師
が
答
え
る
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
す
。
質
問
に
多
い
の
が
、

電
子
レ
ン
ジ
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の

影
響
。
こ
れ
ら
は
通
常
の
使
用
で
は
影

響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
店

の
入
り
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
盗
難
防

止
ゲ
ー
ト
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
昨

年
の
総
会
で
は
「
ゲ
ー
ト
間
で
電
磁
波

を
出
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

通
り
抜
け
る
の
は
問
題
な
い
が
、
途
中

で
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
寄
り
か
か
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
」
と
医
師
か
ら
助
言

が
あ
っ
た
と
笠
木
さ
ん
。

　
山
陰
支
部
会
員
の
平
均
年
齢
は
約

80
歳
。
笠
木
さ
ん
は
「
会
員
は
Ｐ
Ｍ
の

お
か
げ
で
心
身
と
も
に
元
気
な
証
人
。

こ
こ
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
出
会
い
が
あ
る
」

と
交
流
の
意
義
に
力
を
込
め
ま
す
。
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　「
会
員
は
元
気
な
証
人
」
と
い
う
笠
木

さ
ん
の
言
葉
が
、
会
の
意
義
を
物
語
っ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。（
か
）

休日はもっぱら自転車で出掛ける

「専門用語や部品の名前の伝え方が難し
い面もあるが、仕事は毎日違うところが楽
しいし、面白い」と話すミカエルさん
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工場で作られている「ねんどろいど（※）」の１つ『桜ミク』
※アニメやゲームのキャラクターを表現した２等身
　の人形

昨年の総会の様子。顧問医師の松江市立病院救急診療科
長・芦田泰之さん（右）が会員の質問に答える。総会や交
流会には、参加費を負担すれば誰でも参加できる（写真提
供＝笠木さん）

「活動の活発化にはドクターの協力が不可
欠。さらなる協力を得たい」と語る笠木さん

次回の交流会は11月
詳細はお問い合わせください。

か
さ

ぎ
た
け
し

日本心臓ペースメーカー友の会

山陰支部事務局　神庭陽子
☎   ０８５９-２６-３２１１

問

F

かん ば　よう こ

日本への興味のきっかけは

　10歳の時、友だちに紹介された日本

のアニメ『シャーマンキング』『遊☆戯☆

王』が好きで、字幕付きアニメーション

から日本語の響きを感じ取りました。大

学では独学で日本の神話や民俗を学

び、在学中に大山町下市へ３カ月、その

後、東京へ１年間の留学。また、学生時

代、通訳を務めた際に会った日本の職人

に影響を受け、ものづくりの世界は面白

い、携わりたいと思うようになりました。

会社との出合いは

　留学を終えて帰国する前に、下市の

友人と倉吉市の赤瓦１号館を訪れ、日本

で屈指のフィギュア製造工場が市内に

あると知りました。ものづくりとアニメに

関わりたくて、すぐに工場へ行き、採用

を願い出ました。偶然、本社の採用担当

者が居合わせていて、幸運にも面接を

受けることができ、採用が決まりました。

ここでの暮らしはどうですか
　

　休日には、天気が良ければ自転車で

出掛けます。特に下市の港は、海と大

山、両方の景色を一度に見られるのが

素晴らしいですね。私が生まれ育ったロ

レーヌ地方には海も象徴的な山もあり

ません。倉吉の人も優しい。自然豊かで

静かなところが気に入っています。

仕事上の目標は

　現在、生産技術向上のために、海外か

らの道具調達や設備導入など貿易に関

する業務を任されています。語学力を

生かして、社員がもっと効率良く仕事が

できる環境を整えていきたいです。

しゅう

き


